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○
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岡
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⇔
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日
本
共
産
党
史
研
究
は
、
こ
の
数
年
に
日
本
国
内
で
も
個
別
研
究
の
深
ま

り
が
き
わ
だ
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
『
日
本
文
献
昌
録
』
（
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
六
〇
年
）
切
同
H
α
葭
δ
弓
巷
譲
凶
目
。
嵩
一
岸
ヨ
o
o
［
畠
ρ
。
”
お
O
ρ
採
録
の
も

の
も
、
そ
っ
く
り
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
形
で
日
本
で
も
利
用
で
き
る
み
ち

が
今
年
に
な
っ
て
ひ
ら
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
は
ま
さ
し
く
薪
た
な

段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
国
内
に
お
け
る
研
究
の
進
展

を
阻
ん
で
い
た
最
後
の
障
害
も
、
い
ま
や
と
り
除
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
た
し
か
に
、
右
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
日
本
共
産
党
史
に
か
か

わ
る
発
言
、
文
書
の
う
ち
、
若
干
が
未
紋
録
で
あ
る
と
い
う
欠
陥
は
、
こ
れ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
埋
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
た
と
え
ば
、

↓
窪
鵠
も
し
く
は
「
．
↓
鎚
漏
の
署
名
で
発
表
さ
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ニ
こ
と
、

近
藤
栄
蔵
の
著
述
十
五
点
は
、
一
九
二
〇
年
代
な
か
ば
の
モ
ス
ク
ワ
の
片
山

潜
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
的
な
存
在
と
し
て
の
近
藤
の
役
割
に
か
ん
が
み
、
日

本
の
研
究
者
に
は
垂
誕
の
的
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
三
二
年
テ
ー
ゼ
か
ら

野
坂
参
三
・
山
本
懸
蔵
の
「
手
紙
」
へ
の
転
換
過
程
に
発
表
さ
れ
た
、
ソ
連

邦
側
の
諸
文
書
は
、
　
『
日
本
文
献
目
録
』
採
録
の
お
び
た
だ
し
い
量
と
、
蓑

題
に
察
知
さ
れ
る
多
方
面
に
わ
た
る
内
容
に
日
本
共
産
党
史
研
究
の
未
開
拓

分
野
が
さ
し
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
も
、
証
本
で
も
こ
れ
を
機
会
に

解
明
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
日
本
・
ソ
連
邦
両
国
の
関
係
者
の
努
力
に
深
甚
の
敬
意
を
蓑

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
イ
・
イ
・
コ
ワ
レ
ソ
コ
『
日
本
共
産
主
義
運
動
史
概
説
』
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
黛
本
国
内
の
研
究
の
進
展
に
加
え
て
、
上
述
の
よ
う
な
ソ
連
邦

側
の
豊
富
な
文
献
利
用
の
便
宜
を
い
か
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
わ
け
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
二
七
二
ペ
ー
ジ
と
い
う
限
ら
れ
た
紙
数
に
、
戦
前
の
日

本
共
産
党
史
が
略
述
さ
れ
る
に
嚢
っ
て
は
、
多
く
の
制
約
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
本
書
が
、
た
ん
な
る
「
概
説
」
を
意
図
し
て
刊
行
さ
れ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
事
実
、
監
修
者
の
ア
・
イ
・
セ
ナ
ー
ト
ロ
フ
氏
は
、
本
書
に
序
文
を
よ
せ

て
、
戦
前
期
の
日
本
共
産
主
義
運
動
史
に
か
ん
す
る
ソ
連
邦
最
初
の
体
系
的

叙
述
で
あ
る
と
特
筆
大
書
す
る
と
と
も
に
、
本
書
刊
行
の
意
図
を
次
の
よ
う

に
強
調
し
て
い
る
。

　
　
「
筆
算
、
ア
メ
リ
カ
そ
の
他
諸
外
国
の
執
筆
老
の
多
く
の
著
作
で
は
、

　
歴
史
的
事
実
が
往
々
に
し
て
、
歪
め
ら
れ
た
意
図
的
な
か
た
ち
で
描
か
れ

　
る
こ
と
か
ら
も
、
戦
前
期
日
本
共
産
党
史
が
対
象
と
さ
れ
て
、
マ
ル
ク
ス

　
・
レ
ー
ニ
ン
的
方
法
論
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
特
別
な
研
究
が
、
必
要
と

　
さ
れ
て
き
た
。
偽
造
者
に
反
撃
を
加
え
、
真
実
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
労
働

　
者
階
級
の
利
益
の
首
尾
一
貫
し
た
擁
護
者
、
愛
国
者
、
国
際
主
義
者
の
日

　
本
共
産
党
員
の
英
雄
的
な
た
た
か
い
の
ほ
ん
と
う
の
動
機
を
示
す
と
い
う
、

　
こ
の
任
務
は
、
本
書
の
著
者
が
み
ず
か
ら
に
課
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」

　
（
一
二
一
四
ペ
ー
ジ
）

　
セ
ナ
レ
ト
ロ
フ
氏
が
い
う
「
偽
造
者
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
執
筆
者

ら
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
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評書

だ
、
氏
は
、
本
書
が
利
用
し
た
多
く
の
文
献
の
う
ち
で
も
、
一
九
七
二
年
七

月
に
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
文
書
『
日
本
共
産
党

の
五
十
年
初
に
と
く
に
言
及
し
、
　
「
こ
の
著
作
は
、
党
活
動
家
・
歴
史
学
者

の
大
き
な
集
団
の
尽
力
の
成
果
で
あ
る
。
ソ
ヴ
ェ
ト
の
読
者
に
、
日
本
の
新

し
い
研
究
の
成
果
、
新
た
に
公
表
さ
れ
た
史
料
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
た
」
　
（
四
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。
巻
末
の
参
考
文
献
一
覧
で
も
、

日
本
で
刊
行
さ
れ
た
文
献
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
も
の
は
一
、
二
の
例
外
を

除
い
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
に
、
野
坂
参
三
「
風
雪
の
あ
ゆ
み
」
（
『
前

衛
』
一
九
七
六
年
第
一
言
万
～
一
九
七
七
年
第
四
号
）
が
『
日
本
共
産
党
の
五

十
年
』
と
あ
わ
せ
て
こ
れ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
注
目
さ
れ
る
。

　
誤
解
の
な
い
よ
う
に
書
き
そ
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
参
考
文
献

一
覧
の
う
ち
、
一
九
五
〇
年
、
六
〇
年
代
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
著
作
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
偽
造
者
」
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
歴
史
学
研

究
会
編
『
太
平
洋
戦
争
史
』
も
、
旧
版
の
ロ
シ
ア
語
訳
が
一
九
五
七
年
刊
の

第
一
巻
を
挙
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
刊
行
の
新
版
が
全

然
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
研
究
者
が
日
本
の
文
献
を
利
用

す
る
に
さ
い
し
て
の
技
術
的
な
む
つ
か
し
さ
を
示
す
も
の
と
み
て
よ
い
。

　
第
一
章
「
第
二
次
世
界
戦
争
前
の
日
本
帝
国
主
義
の
発
展
の
若
干
の
特

徴
」
、
第
二
章
「
日
本
労
働
運
動
、
社
会
主
義
運
動
の
発
生
と
発
展
」
は
、

本
書
の
主
題
が
ソ
連
邦
の
読
者
に
理
解
さ
れ
や
す
く
す
る
心
的
の
も
と
に
、

明
治
維
新
以
降
の
広
本
近
代
史
の
基
本
的
細
微
の
説
明
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

著
老
の
叙
述
は
、
戦
後
の
ソ
連
邦
の
学
説
に
忠
実
な
も
の
で
あ
り
、
　
一
八
六

七
一
六
八
年
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
が
中
途
半
端
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
ゆ
え

に
、
絶
対
主
義
的
無
主
制
の
樹
立
の
形
を
と
っ
た
と
説
き
、
　
「
天
皇
制
国
家

機
構
を
中
心
と
す
る
権
力
体
制
は
大
地
主
、
独
占
資
本
と
い
う
搾
取
階
級
の

独
裁
の
形
態
で
あ
っ
た
L
　
（
二
七
ぺ
…
ジ
）
と
主
張
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
著
老
は
第
九
章
で
三
二
年
テ
ー
ゼ
の
正
当
性
を
力
説
し
て
、

天
皇
制
廃
止
・
半
封
建
的
土
地
所
有
撤
廃
を
使
命
と
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主

主
義
革
命
の
提
起
が
、
　
「
絶
対
主
義
的
天
皇
制
と
緊
密
に
結
び
つ
く
独
占
資

本
に
対
す
る
た
た
か
い
に
日
本
共
産
党
員
を
導
い
て
き
た
」
　
（
一
四
八
ペ
ー

ジ
）
と
強
調
し
、
次
の
よ
う
に
付
言
す
る
。
　
「
日
本
に
お
け
る
天
皇
制
の
役

割
の
聞
題
は
、
こ
の
く
に
の
マ
ル
ク
ス
主
義
陣
営
に
絹
対
立
す
る
見
解
を
生

ん
で
き
た
。
　
一
方
は
、
発
達
し
た
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
天
皇
制
は
独
自

的
な
役
割
を
果
さ
な
く
な
っ
た
と
主
張
し
て
い
た
。
他
方
は
、
逆
に
、
独
占

資
本
を
含
む
い
っ
さ
い
の
階
級
の
上
に
そ
び
え
た
つ
全
能
の
絶
対
主
義
と
し

て
、
天
皇
制
を
描
き
だ
し
て
、
天
皇
制
の
役
割
を
あ
ま
り
に
も
過
大
評
価
し

て
き
た
。
」
（
一
四
九
ペ
ー
ジ
）
少
な
く
と
も
著
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
一
八

六
八
年
革
命
の
理
解
は
三
二
年
テ
ー
ゼ
の
命
題
と
整
合
す
る
も
の
の
よ
う
で

あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
著
者
の
テ
ー
ゼ
解
釈
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
第
三
章
・
「
大
十
月
社
会
主
義
革
命
が
日
本
革
命
運
動
の
発
展
に
及
ぼ
し
た

影
響
」
は
、
米
騒
動
以
降
の
日
本
人
民
闘
争
の
発
展
に
ふ
れ
、
臼
本
共
産
党

創
立
の
前
提
を
明
ら
か
に
す
る
。
も
っ
と
も
、
著
者
が
、
一
九
一
二
年
八
月

に
暁
民
会
が
暁
民
共
産
党
に
改
組
さ
れ
て
、
こ
れ
が
日
本
共
産
党
の
「
直
接

の
前
身
」
に
な
っ
た
か
に
説
く
の
は
、
日
本
で
は
す
で
に
犬
丸
義
一
遍
に
よ

っ
て
そ
の
誤
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
四
章
「
日
本
共
産
党
の
創
立
、
二
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
日
本
共
産
党

の
活
動
」
は
、
い
わ
ゆ
る
第
一
次
共
産
党
を
取
扱
う
。
共
産
党
創
立
前
夜
の

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
密
接
な
関
係
が
、
著
者
に
よ
っ
て
力
説
さ
れ
る
に
あ
た

っ
て
は
、
一
九
一
八
年
十
一
月
の
第
一
回
東
方
諸
民
族
共
産
主
義
諸
組
織
大

会
の
リ
ュ
ト
ヘ
ル
ス
の
介
在
、
そ
れ
に
と
も
な
う
一
九
一
九
年
三
月
の
コ
ミ
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ソ
テ
ル
ソ
第
一
翻
大
会
で
の
日
本
か
ら
の
決
議
文
発
蓑
、
つ
い
で
十
一
月
の

第
二
回
東
方
諸
事
族
二
野
主
義
諸
組
織
大
会
へ
の
山
川
均
起
草
報
告
書
の
送

付
な
ど
の
史
実
が
確
認
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
著
者
は
、
一
九
二
〇
年
九
月
の
第
一
回
東
方
諸
民
族
（
諸
国

人
民
）
大
会
の
日
本
代
表
吉
原
太
郎
に
つ
い
て
は
「
在
米
日
本
社
会
党
員
」

爵
Φ
寓
ぬ
調
O
甲
山
Ω
ハ
O
廓
8
唇
［
石
蟹
圃
自
回
護
①
O
断
8
白
雪
勺
爵
肖
＝
し
コ
∩
厳
〉
と
し
、
ま

た
翌
二
一
年
六
、
七
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
三
回
大
会
に
関
連
し
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
日
本
共
産
党
創
立
途
上
の
重
要
な
一
歩
と
な
っ
た
も
の
に
、
在
米
日

　
本
人
社
会
主
義
者
葭
。
竃
｛
霞
Φ
8
暴
｛
p
。
碧
お
6
寓
切
O
臼
［
〉
代
表
で
片
山

　
潜
の
親
密
な
同
志
の
吉
原
太
郎
、
田
口
運
蔵
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
三
回
大

　
会
活
動
へ
の
参
加
が
あ
る
。
大
会
に
到
着
で
き
な
か
っ
た
片
山
潜
の
親
書

　
は
、
田
口
か
ら
ヴ
ェ
・
イ
・
レ
ー
ニ
ン
に
手
渡
さ
れ
た
。
日
本
代
議
員
は
、

　
自
分
ら
の
た
め
に
代
議
員
信
任
状
が
届
い
た
こ
と
を
伝
え
、
こ
れ
に
は
日

　
本
共
産
党
の
規
約
、
宣
言
も
そ
え
ら
れ
て
い
る
と
報
告
し
た
。
」
（
七
〇
ペ

　
ー
ジ
）

　
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
日
本
共
産
党
規
約
・
宣
言
は
、
日
本
で
も
村
田

陽
一
氏
に
よ
っ
て
訳
出
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
が
吉
原
に
付
し
て
い
る

肩
書
な
い
し
資
格
に
つ
い
て
い
え
ば
、
疑
問
が
残
る
。
「
在
米
旧
本
社
会
党
し

と
い
う
表
現
が
厳
密
さ
を
欠
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
吉
原
も

田
口
と
と
も
に
在
米
日
本
人
社
会
主
義
者
グ
ル
ー
プ
に
属
し
た
か
の
よ
う
な

著
者
の
い
い
ま
わ
し
は
、
当
事
者
ら
の
回
想
録
に
照
ら
し
て
も
甚
だ
疑
わ
し

い
。
片
山
ら
は
ア
メ
リ
カ
共
産
党
O
ぎ
〆
に
属
し
た
が
、
吉
原
に
近
い
ヘ
イ

ゥ
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
共
産
主
義
労
働
者
党
O
び
℃
〉
に
加
わ
る
。

　
周
知
の
と
お
り
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
三
回
大
会
議
事
録
で
は
、
巻
末
の
代

議
員
リ
ス
ト
の
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
」
の
欄
に
日
本
人
共
産
主
義
老
グ
ル
ー

プ
冒
や
囚
。
ヨ
●
Q
凄
℃
℃
①
の
一
名
が
挙
示
さ
れ
、
著
者
も
参
考
文
献
に

算
え
る
『
ソ
ヴ
ェ
ト
歴
史
事
典
』
第
七
巻
（
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
六
五
年
目

∩
o
。
コ
Φ
月
剛
｛
露
霜
8
℃
§
①
。
剛
（
。
。
謹
荘
重
§
o
需
富
卸
p
メ
ヨ
◎
し
霧
伊
所

載
の
墓
守
「
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
付
表
で
も
、
同
様
に
在
米
日

本
人
共
産
主
義
老
グ
ル
ー
プ
訟
8
甲
山
」
｛
o
多
蔓
崔
0
8
蚤
。
壱
k
美
並
（
0
霞
〉
）

の
決
議
権
保
有
の
代
議
員
一
名
が
示
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
大
会
議
事
録

に
は
、
吉
原
の
本
会
議
発
言
は
日
本
共
産
党
閑
。
醤
ヨ
¢
巳
ω
訟
ω
傷
。
輝
々
♂
鉱

宣
娼
ρ
霧
亡
命
の
資
格
の
も
の
と
し
て
明
記
さ
れ
、
田
ロ
も
ま
た
み
ず
か
ら

そ
の
よ
う
に
装
っ
て
い
て
、
代
議
員
リ
ス
ト
と
の
あ
い
だ
に
く
い
ち
が
い
を

み
せ
る
。
著
者
の
記
述
は
、
大
会
議
事
録
の
在
米
日
本
人
共
産
主
義
者
グ
ル

ー
プ
代
議
員
一
名
と
い
う
数
値
に
は
誤
り
が
あ
っ
た
と
す
る
も
の
の
よ
う
に

読
み
と
れ
る
が
、
こ
の
点
は
、
事
実
に
反
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
資
本
で
も
、
村
田
氏
が
隅
様
に
吉
原
を
も
在
米
日
本
人
共
産
主
義
者
グ
ル

ー
プ
代
表
に
算
え
る
が
、
氏
の
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
も
よ
う
の
う
デ
ッ
ク

の
代
議
員
資
格
審
査
委
員
会
報
告
も
、
そ
の
よ
う
に
読
め
る
と
は
か
ぎ
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
な
が
ら
、
著
者
が
一
九
二
二
年
一
月
の
極
東
勤
労
者
大
会
の
二
本

代
議
員
の
一
入
に
挙
げ
て
い
る
和
田
軌
一
郎
は
、
本
文
、
巻
末
索
引
と
も
に

キ
ソ
タ
ロ
ー
・
ワ
ダ
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
共
産
党
党
員
の
小
岩
井

浄
も
セ
イ
ジ
ョ
ー
・
コ
イ
ワ
と
誤
読
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
ニ
ェ
年
七
月
の
日
本
共
産
党
創
立
大
会
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
の
一

連
の
機
関
召
集
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
松
尾
尊
免
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
史
実
が
未
確
定
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
の
記
述
は
、
お
お
む
ね
『
日
本
共
産
党
の
五
十
年
』
と
合
致
す
る
も
の
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方書

に
な
っ
て
い
る
。
二
二
年
十
一
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
に
か
ん
し

て
は
、
　
『
日
本
共
産
党
の
五
十
年
』
が
「
大
会
で
は
ま
た
、
日
本
問
題
委
員

会
が
つ
く
ら
れ
、
片
山
潜
の
参
加
の
も
と
に
、
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
が
起

草
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
本
書
も
、
　
「
こ
の
大
会
で
は
ま
た
、
日
本

問
題
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
た
」
（
七
三
ペ
ー
ジ
）
と
開
示
し
、
さ
ら
に
、
コ

九
二
三
年
三
月
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
日
本
共
産
党
代
蓑
と
と
も
に
起
草
し
た

党
綱
領
の
審
議
、
採
択
を
は
か
っ
て
、
日
本
共
産
党
臨
時
協
議
会
戸
も
Φ
ω
む
コ
ぴ
7

薄
雪
雪
圃
（
o
甲
唇
Φ
や
Φ
鎧
警
固
訟
が
東
京
で
ひ
ら
か
れ
た
」
（
七
四
ペ
ー
ジ
）
と
説
く
。

　
著
者
の
い
う
臨
時
協
議
会
と
は
、
い
わ
ゆ
る
臨
時
大
会
を
さ
す
が
、
一
九

二
五
年
一
月
の
上
海
会
議
も
含
め
て
、
著
者
は
協
議
会
の
呼
称
を
用
い
て
い

る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
村
田
氏
に
よ
っ
て
、
　
「
第
四
回
大
会
で
日
本
問
題

委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。
草
案
（
日
本
共
産
党
綱
領
草

案
－
岩
村
）
作
成
の
日
時
も
、
大
会
中
で
は
な
く
て
、
大
会
後
ま
も
な
い

こ
ろ
、
日
本
の
代
表
た
ち
の
帰
国
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
疑
念
が
さ
し
は

さ
ま
れ
て
い
る
だ
け
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
の
日
本
問
題
委
員
会

の
存
否
に
か
か
わ
る
著
者
の
断
定
的
な
表
現
は
、
注
目
を
ひ
く
。

　
な
お
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
代
議
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
著
者

は
川
内
唯
事
、
高
瀬
清
の
派
遣
を
挙
げ
る
に
と
ど
ま
り
、
片
山
と
両
人
の
ほ

か
の
も
う
一
人
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
山
本
懸
蔵
と
の
評
者
の
推
定
に
対
し

て
、
村
田
氏
は
長
山
直
書
を
加
え
る
。
日
本
共
産
党
代
議
員
の
残
り
の
一
人

が
長
山
、
山
本
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
は
、
吉
田
一
、
高
尾
平
兵
衛
に
続
く

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
長
山
へ
の
処
遇
だ
け
に
、
松
尾
氏
が
説
く
レ
ー
ニ
ン
の
高
尾

接
見
の
真
偽
と
も
ど
も
、
モ
ス
ク
ワ
の
文
書
館
の
探
索
が
待
た
れ
る
。

　
第
四
章
の
後
半
は
、
対
ソ
非
干
渉
運
動
と
関
東
大
震
災
救
援
運
動
に
み
ら

れ
る
田
ソ
両
国
人
民
の
国
際
連
帯
の
た
た
か
い
、
そ
し
て
三
悪
法
粉
砕
の
日

本
人
民
の
た
た
か
い
が
お
も
に
叙
述
さ
れ
る
。

　
第
五
章
「
最
初
の
弾
圧
下
の
日
本
共
産
党
、
解
党
主
義
反
対
の
た
た
か
い
」

は
、
一
九
二
三
年
六
月
の
検
挙
、
九
月
の
震
災
テ
ロ
に
加
え
て
、
二
四
年
の

加
藤
高
明
内
閣
成
立
が
共
産
党
の
解
党
、
総
同
盟
右
派
幹
部
の
改
良
主
義
的

傾
向
の
助
長
に
い
た
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
日
本
の
労
働
者
階
級
の
量
的
・

質
的
未
成
熟
、
日
本
共
産
党
成
立
に
さ
い
し
て
の
社
会
民
主
主
義
的
傾
向
、

ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
的
傾
向
と
の
未
分
化
と
い
う
要
因
が
重
視
さ

れ
、
こ
と
に
山
川
均
に
代
表
さ
れ
る
党
指
導
理
論
の
脆
弱
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

著
着
に
し
た
が
え
ば
、
山
川
の
『
前
衛
』
一
九
二
二
年
八
月
号
の
方
向
転
換

論
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
三
回
大
会
決
議
に
依
拠
す
る
積
極
的
側
爾
と
あ
わ

せ
て
、
の
ち
の
解
党
理
論
を
す
で
に
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
著
者
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
第
一
次
共
産
党
内
の
ふ
た
つ
の
理

論
的
傾
向
は
、
議
会
・
普
通
選
挙
制
に
か
ん
す
る
評
価
が
、
当
面
す
る
革
命

の
性
格
の
規
定
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
論
と
社
会
主
義
革
命
論
）
と

絡
ん
で
、
合
法
的
労
働
春
農
民
政
党
結
成
の
是
非
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ふ
た
つ
の
傾
向
は
い
ず
れ
も
、
具
体
的
情
勢
に
応
じ
て
党
の
活
動
形
態
は

多
様
で
あ
る
と
す
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
命
題
を
わ
き
ま
え
な
い

も
の
で
あ
っ
た
が
、
騎
手
灘
部
の
「
思
想
約
、
組
織
的
混
乱
」
を
招
き
、
一

九
二
四
年
三
月
の
解
党
に
導
い
た
と
、
著
者
は
主
張
す
る
。

　
た
し
か
に
、
著
者
の
い
う
よ
う
な
側
颪
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

当
面
す
る
革
命
の
性
格
規
定
が
議
会
・
普
選
お
よ
び
合
法
的
労
働
者
農
民
政

党
に
か
ん
す
る
見
解
の
差
異
を
生
ん
だ
か
の
よ
う
な
単
純
な
図
式
化
は
、
と

う
て
い
苗
慰
し
が
た
い
。
革
命
の
性
格
が
状
況
に
よ
っ
て
変
化
し
う
る
と
で

も
う
け
と
ら
れ
か
ね
な
い
著
者
の
い
い
ま
わ
し
も
、
閥
題
で
あ
る
が
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
の
労
働
者
政
府
も
し
く
は
独
立
共
和
国
（
反
帝
統
一
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戦
線
政
府
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
き
り
離
し
て
論
じ
よ
う
と
す
る
著
老
の
立
場

は
、
カ
・
カ
・
シ
リ
ー
ニ
ャ
氏
ら
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
研
究
の
水
準
か
ら
は

は
な
は
だ
か
け
離
れ
た
も
の
に
み
え
る
。

　
ま
た
、
著
者
が
「
徳
田
球
一
、
高
瀬
清
、
荒
畑
寒
村
は
、
解
党
に
は
も
っ

と
も
一
貫
し
て
反
対
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
徳
田
は
解
党
主
義
反
対
に

こ
と
に
積
極
性
を
み
せ
、
一
九
二
五
年
に
は
党
再
建
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
」

（
九
三
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
点
は
、
『
爲
本
共
産
党
の
五
十
年
』
に
も
見

ら
れ
な
い
陳
腐
な
も
の
で
あ
り
、
高
瀬
、
徳
田
に
か
ん
す
る
叙
述
は
正
確
と

は
い
い
が
た
い
。
徳
田
が
そ
の
動
機
は
な
ん
で
あ
れ
、
解
党
に
当
初
は
賛
成

し
た
こ
と
は
、
い
ま
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
高
瀬
の
解
党
反
対
論
は
セ

ク
ト
主
義
的
な
も
の
と
し
て
市
川
正
一
ら
か
ら
は
警
戒
さ
れ
、
高
瀬
は
い
わ

ゆ
る
残
務
整
理
の
共
産
主
義
ビ
ュ
ー
ロ
ー
か
ら
も
は
ず
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
著
者
に
し
た
が
え
ば
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
片
山
潜
の
指
導
、

援
助
の
も
と
に
、
一
九
二
五
年
一
月
、
上
海
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
蓑
の
参
加

を
得
て
党
協
議
会
が
ひ
ら
か
れ
た
」
　
（
九
四
ペ
ー
ジ
）
結
果
、
山
川
グ
ル
ー

プ
の
解
党
主
義
的
行
動
が
批
判
さ
れ
て
、
中
央
ビ
ュ
…
ロ
ー
が
結
成
さ
れ
る

が
、
こ
れ
に
は
、
　
『
日
本
共
産
党
の
五
十
年
』
が
挙
げ
る
徳
田
球
一
、
渡
辺

政
之
輔
、
帯
川
正
一
、
佐
野
学
、
佐
野
丈
夫
の
ほ
か
に
、
国
領
五
一
郎
、
山

本
懸
蔵
、
野
坂
参
三
も
加
え
ら
れ
た
と
い
う
。

　
中
央
ビ
ェ
ー
ロ
ー
の
構
成
に
国
領
ら
三
名
が
著
老
に
よ
っ
て
補
な
わ
れ
た

の
は
、
上
海
の
党
協
議
会
の
記
録
に
基
く
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

上
海
協
議
会
の
一
月
テ
ー
ゼ
の
作
成
事
情
に
か
ん
し
て
は
、
ヴ
ォ
イ
チ
ソ
ス

キ
ー
の
役
割
が
あ
ら
た
め
て
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
片
山
の
占
め
た

位
置
も
、
著
者
の
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
第
五
章
は
、
山
州
ら
の
解
党
派
が
党
再
建
路
線
に
反
対
し
つ
づ
け
、
支
配

階
級
と
の
妥
協
、
労
資
協
調
政
策
、
労
農
諸
団
体
結
集
妨
害
の
み
ち
へ
逸
脱

し
た
と
い
う
こ
と
ば
で
、
結
ぼ
れ
る
。
山
川
グ
ル
ー
プ
の
こ
の
よ
う
な
特
微

づ
け
は
、
今
日
の
日
本
で
は
そ
の
ま
ま
で
は
通
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
第
六
章
「
合
法
無
産
政
党
に
対
す
る
日
本
共
産
党
の
戦
術
、
　
『
左
』
翼
日

和
見
主
義
と
の
た
た
か
い
」
は
、
普
選
法
成
立
に
と
も
な
う
合
法
無
産
政
党

結
成
過
程
、
総
同
盟
か
ら
の
評
議
会
の
分
裂
、
工
代
会
議
・
対
華
非
干
渉
同

盤
の
結
成
、
な
ら
び
に
福
本
主
義
に
つ
い
て
論
述
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
日
本

で
は
一
般
化
し
て
い
る
理
解
の
範
囲
に
止
ま
る
が
、
著
者
が
、
　
「
福
本
主
義

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
党
が
支
配
さ
れ
て
い
た
時
期
（
一
九
二
五
一
二
六
年
）
、

日
本
共
産
党
お
よ
び
党
に
従
う
労
働
組
合
の
刊
行
物
は
す
べ
て
、
抽
象
的
な

ノ
理
論
’
的
論
文
で
埋
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
一
般
党
員
に
は
理
解
さ
れ
な
か

っ
た
」
　
（
一
一
四
ペ
ー
ジ
）
と
指
摘
し
て
い
る
点
は
、
党
幹
部
の
軽
ん
ど
全

員
が
獄
中
に
あ
っ
た
コ
九
二
五
年
末
か
ら
二
六
年
ま
で
の
晴
期
L
　
（
一
一

一
ペ
ー
ジ
）
に
福
本
主
義
の
跳
梁
を
ゆ
る
し
た
と
す
る
叙
述
の
反
復
で
あ
る

と
は
い
え
、
厳
密
さ
を
欠
く
。
第
一
次
共
産
党
事
件
服
役
の
た
め
の
骨
幹
部

の
入
獄
は
、
こ
の
よ
う
に
一
年
に
わ
た
っ
て
殆
ん
ど
全
員
に
同
時
に
及
ん
で

い
た
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
著
者
が
設
定
す
る
期
間
の
前
後
に
も
、

ま
さ
し
く
「
福
本
主
義
」
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
党
幹
部
の
入
獄
が

な
け
れ
ば
、
福
本
和
夫
の
思
想
的
影
響
力
も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た

と
主
張
で
き
る
根
拠
は
い
ま
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
、
著
者
の

い
う
虚
聞
に
、
日
本
の
共
産
鯉
主
義
グ
ル
ー
プ
が
そ
っ
く
り
福
本
主
義
に
支
配

さ
れ
て
い
た
と
み
る
の
も
、
こ
れ
ま
た
事
実
に
反
す
る
。

　
第
七
章
「
一
九
二
七
年
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
テ
ー
ゼ
、
革
命
運
動
の
薪
た
な

高
揚
」
は
、
二
七
年
テ
ー
ゼ
採
択
か
ら
一
九
三
一
年
三
月
の
野
坂
参
三
の
モ

ス
ク
ワ
派
遣
に
い
た
る
時
期
が
扱
わ
れ
る
。
第
七
章
の
蟹
頭
に
は
、
二
七
年
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評書

テ
ー
ゼ
の
特
徴
づ
け
に
続
い
て
、
山
川
ら
に
よ
る
労
農
派
結
成
が
叙
述
さ
れ

る
。
二
七
年
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
の
著
者
の
叙
述
は
、
『
日
本
共
産
党
の
五
十

年
』
が
認
め
る
「
『
テ
ー
ゼ
』
の
も
っ
と
も
重
要
な
弱
点
」
に
は
全
く
触
れ

ず
に
、
も
っ
ぱ
ら
肯
定
的
側
面
を
強
調
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
つ
い
で
、

二
七
年
末
以
降
の
党
の
大
衆
化
が
力
説
さ
れ
、
二
八
年
二
月
の
総
選
挙
闘
争

の
画
期
的
意
義
が
強
調
さ
れ
る
。
た
だ
、
香
川
県
の
大
山
郁
夫
選
挙
に
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ば
　
き
ょ
か

す
る
日
農
県
連
書
記
射
場
清
香
（
の
ち
の
宮
井
進
一
夫
人
、
島
木
健
作
の
『
再

建
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
）
は
、
キ
ナ
コ
・
イ
バ
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

三
・
一
五
事
件
と
い
わ
ゆ
る
中
間
検
挙
に
叙
述
が
す
す
む
が
、
渡
辺
政
之
輔

の
死
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
『
日
本
共
産
党
の
四
十
五
年
』
の
誤
っ
た
説
明

に
固
執
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
著
者
は
、
　
一
九
二
八
年
末
の
共
産
党
中
央
委
員
会
再
建
の
先
頭
に

は
、
ロ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
第
六
回
大
会
か
ら
帰
国
し
た
市
川
正
一
が
立
っ
た
と
述

べ
る
が
、
同
大
会
が
日
本
共
産
党
の
活
動
に
及
ぼ
し
た
否
定
的
側
面
に
か
ん

し
て
は
、
な
に
も
触
れ
よ
う
と
し
な
い
。

　
こ
の
点
は
、
二
七
年
テ
ー
ゼ
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
の
著
者
の
沈
黙
と
と

も
に
、
本
書
の
き
わ
だ
っ
た
特
色
を
な
し
て
い
る
。
本
書
の
巻
末
に
は
二
七

年
テ
ー
ゼ
が
《
H
簿
。
土
竃
δ
β
鎮
℃
器
器
O
O
噌
器
6
。
娼
。
二
号
＄
》
お
ト
っ
。
。
鳩
猛
。
●
b
。
φ

か
ら
ロ
シ
ア
語
に
訳
出
、
添
付
さ
れ
て
い
る
。
二
七
年
七
月
十
五
臼
の
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
幹
部
会
採
択
の
テ
ー
ゼ
が
翌
二
八
年
一
月
十
二
日
付

誌
面
に
公
表
さ
れ
る
半
年
間
が
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
事
実
上
の
失
脚
の
過
程
に

重
な
る
こ
と
は
、
二
七
年
テ
ー
ゼ
の
考
察
に
さ
い
し
て
君
過
で
き
な
い
。
『
日

本
共
産
党
の
五
十
年
』
が
詣
摘
す
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大
会
の
否
定
的

側
面
が
、
二
七
年
テ
ー
ゼ
に
か
ん
す
る
そ
れ
と
と
も
に
、
著
者
に
よ
っ
て
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
意
味
で
は
、
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
い
。

　
大
恐
慌
下
の
田
中
清
玄
ら
か
ら
風
間
丈
吉
ら
へ
の
指
導
部
交
代
に
か
ん
し

て
は
、
　
『
日
本
共
産
党
の
五
十
年
』
と
の
間
に
く
い
ち
が
い
は
な
い
。

　
第
八
章
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
侵
略
に
反
対
す
る
日
本
共
産
党
の
た
た
か
い
」

は
、
日
本
の
中
國
東
北
部
軍
事
侵
略
開
始
に
と
も
な
う
社
会
民
主
主
義
幹
部

の
右
傾
と
日
本
共
産
党
の
果
敢
な
た
た
か
い
の
描
写
に
あ
て
ら
れ
る
。
し
か

し
、
　
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
の
誤
り
に
は
言
及
が
な
い
。

　
第
九
章
「
『
一
九
三
二
年
テ
ー
ゼ
』
－
日
本
共
産
党
の
戦
闘
的
綱
領
」
は
、

三
二
年
テ
ー
ゼ
の
特
徴
づ
け
と
、
三
二
一
三
三
年
の
共
産
党
お
よ
び
そ
の
影

響
下
の
大
衆
団
体
の
多
様
な
た
た
か
い
が
叙
述
さ
れ
る
が
、
三
二
年
テ
ー
ゼ

の
欠
陥
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
巻
末
に
は
、
　
『
東
方
各
国
共
産
党
綱

領
文
書
』
（
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
三
四
年
）
コ
℃
o
「
℃
袋
三
幽
び
δ
勲
9
蔓
竃
①
甲
罎
匡

同（

n
護
竃
k
碁
自
籠
Φ
o
嗣
自
X
冒
覧
監
b
σ
O
自
9
β
ヨ
こ
円
Φ
。
。
野
か
ら
三
崩
年
テ

ー
ゼ
（
た
だ
し
、
一
部
省
略
）
な
ら
び
に
三
二
年
六
月
二
八
日
付
の
罠
本
共

産
党
中
央
委
員
会
の
訴
え
の
ロ
シ
ア
語
訳
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。

　
三
二
年
テ
ー
ゼ
の
省
略
は
、
社
会
民
主
主
義
の
否
定
的
評
価
に
か
か
わ
る

六
箇
瓶
、
す
な
わ
ち
、
全
文
十
八
節
の
う
ち
、
第
五
早
雪
一
項
の
最
末
尾

（「

翌
閧
ﾂ
つ
あ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
な
る
妖
怪
」
の
く
だ
り
）
、
第
九
節
の
最
末

尾
（
「
大
衆
の
不
満
は
」
の
く
だ
り
）
、
第
十
節
の
後
半
（
「
社
会
民
主
主
義
者

の
出
版
物
上
の
遺
事
的
言
辞
が
…
警
察
に
売
っ
て
い
る
」
及
び
「
社
会
民
主

主
義
者
と
改
良
主
義
的
組
合
幹
部
は
」
以
下
）
、
第
十
一
節
の
一
句
（
「
社
会

フ
ァ
シ
ス
ト
の
影
響
力
を
根
絶
せ
ぬ
ま
ま
」
）
、
第
十
六
節
の
大
部
分
（
「
社

会
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
闘
争
の
本
質
は
」
以
下
）
、
国
際
情
勢
に
触
れ
た

二
箇
所
、
す
な
わ
ち
、
第
二
節
の
日
仏
同
麗
、
第
六
節
の
ア
ジ
ア
諸
民
族
と

の
協
力
に
雷
及
の
部
分
、
並
び
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
樹
立
を
扱
う
第
八
節
の

全
文
で
あ
る
。
テ
ー
ゼ
の
若
干
の
誤
り
は
、
著
者
も
た
ぶ
ん
認
め
て
い
る
。
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第
十
章
「
軍
部
睦
警
察
体
制
に
よ
る
攻
撃
の
も
と
に
」
は
、
被
検
挙
者
の

九
〇
％
以
上
が
警
察
の
手
先
、
挑
発
者
の
手
引
き
で
逮
捕
さ
れ
て
い
る
状
況

を
指
摘
す
る
。
第
一
次
共
産
党
事
件
の
坂
口
鶴
治
・
坂
口
義
治
、
三
・
一
五

事
件
の
秋
和
松
五
郎
、
四
・
一
六
事
件
の
間
庭
末
吉
そ
の
他
の
「
ス
パ
イ
」

「
挑
発
毒
」
を
名
ざ
し
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
佐
野
学
に
つ
い
て
は
、
坂
口
兄

弟
に
対
す
る
不
用
意
な
態
度
の
ゆ
え
に
、
第
一
次
共
産
党
事
件
な
ら
び
に
震

災
テ
ロ
に
よ
る
川
合
義
虎
ら
の
虐
殺
の
責
任
も
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
秋
和
、
間
庭
の
役
割
に
つ
い
て
は
日
本
で

は
確
定
し
た
見
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
著
者
は
、
さ
ら
に
水
野
成
失
の

「
葭
本
共
産
党
労
働
者
派
」
、
と
り
わ
け
飯
塚
図
嚢
ら
の
党
破
壊
活
動
を
詳
述

す
る
。
著
者
の
「
多
数
派
」
分
派
に
か
ん
す
る
叙
述
は
、
そ
の
刊
行
物
な
ど

も
引
証
し
て
四
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
党
組
織
原
則
上
も
、
大

衆
運
動
指
導
の
上
で
も
誤
り
で
あ
っ
た
と
強
調
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
十
一
章
「
統
一
人
民
戦
線
樹
立
を
め
ざ
す
運
動
」
は
一
九
三
四
年
以
降

の
労
働
運
動
の
転
換
に
と
も
な
う
人
民
戦
線
運
動
の
展
開
が
扱
わ
れ
る
。
全

協
の
セ
ク
ト
主
義
の
克
服
が
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
、
共
産
党
関
薦
地
方
委

員
会
・
共
産
党
中
央
再
建
準
備
委
員
会
が
積
極
的
役
割
を
果
し
た
こ
と
な
ど

の
指
摘
が
目
立
つ
が
、
史
料
と
し
て
は
内
閣
情
報
部
『
人
民
戦
線
運
動
』
（
束

京
、
一
九
三
四
年
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
を
除
け
ば
、
今
日
の
日
本
で
は

広
く
知
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
範
囲
の
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ン

テ
ル
ン
機
関
誌
一
九
三
五
年
第
三
・
第
四
合
併
号
の
山
本
懸
蔵
論
文
を
引
い

て
、
日
本
共
産
党
の
労
働
運
動
対
策
の
セ
ク
ト
主
義
党
服
に
さ
い
し
て
の
手

本
と
し
て
、
大
阪
港
南
地
方
の
金
属
労
働
者
の
た
た
か
い
が
挙
げ
ら
れ
た
と

述
べ
て
い
る
が
、
山
本
だ
け
で
は
な
く
、
著
者
も
ま
た
、
港
南
に
お
け
る
共

産
党
関
西
地
方
委
員
会
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ー
ブ
は
麿
過
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
労
農
派
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
の
新
戦
術
の
影
響
下
に

お
か
れ
た
と
述
べ
て
、
鈴
木
茂
三
郎
、
加
藤
勘
十
、
黒
田
寿
男
、
向
坂
逸
郎

の
名
を
列
挙
す
る
。
も
っ
と
も
、
労
農
無
産
協
議
会
の
日
本
無
産
党
へ
の
改

組
に
か
ん
し
て
は
、
今
日
の
日
本
の
研
究
老
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
時
の

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
見
解
と
も
異
な
っ
て
、
著
者
の
評
価
は
肯
定
的
な
も
の
で

あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
こ
れ
は
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
の
結
集
に
重
要

な
意
義
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
公
然
と
反
対
す
る
轟
時
と
し

て
は
唯
一
の
合
法
政
党
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
本
路
線
は
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統

一
戦
線
樹
立
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
方
針
に
合
致
し
て
い
た
」
　
（
二
〇
五
ぺ
…

ジ
）
と
い
う
。
た
だ
、
著
者
が
、
上
記
の
内
閣
憐
報
部
の
報
告
書
か
ら
、
日

無
党
の
論
説
が
ア
メ
リ
カ
共
産
党
日
本
人
部
の
そ
れ
と
同
趣
旨
で
あ
る
と
す

る
く
だ
り
な
ど
を
引
い
て
、
論
証
に
代
え
て
い
る
点
は
、
説
得
力
に
乏
し
い
。

し
か
も
、
三
五
年
以
降
の
地
方
選
挙
、
衆
院
選
に
お
け
る
社
会
大
衆
党
の
進

出
に
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
の
支
持
を
見
出
す
立
場
が
、
著
者
の
も
の
で
あ

る
だ
け
に
、
そ
の
日
無
党
評
価
は
整
合
性
を
欠
く
。

　
最
終
章
、
す
な
わ
ち
第
十
二
章
「
中
国
に
お
け
る
戦
争
勃
発
後
、
第
二
次

世
界
戦
争
の
時
期
の
日
本
の
民
主
主
義
運
動
」
は
、
日
中
戦
争
下
の
労
農
派

や
『
世
界
文
化
』
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
弾
圧
、
社
会
大
衆
党
・
総
同
盟
幹
部
の

戦
争
協
力
、
さ
ら
に
日
本
共
産
主
義
老
繊
そ
の
他
の
反
戦
活
動
が
説
か
れ
る
。

第
十
二
章
の
後
半
に
は
、
太
平
洋
戦
争
下
の
延
安
に
お
け
る
野
坂
の
理
論
・

実
践
活
動
、
徳
田
や
宮
本
顕
治
ら
の
獄
中
闘
争
な
ど
が
特
筆
さ
れ
る
。

　
冒
頭
に
掲
げ
た
よ
う
な
新
た
な
史
料
に
基
く
史
実
の
解
明
へ
の
期
待
は
、

本
書
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
充
た
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
諸
テ
ー
ゼ
の
評

価
も
、
あ
ま
り
に
も
オ
ー
ソ
ド
ク
ス
な
も
の
に
す
ぎ
、
現
在
の
臼
本
の
研
究

者
の
格
刷
の
関
心
を
惹
く
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
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評書

　
あ
え
て
謬
言
を
費
す
な
ら
ば
、
一
八
六
八
年
の
下
級
武
士
を
主
滋
勢
力
と

す
る
中
途
半
端
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
が
絶
対
主
義
的
凸
坊
制
p
Q
8
費
。
遷
。
や

。
奉
識
竃
。
聖
旨
×
蕾
成
立
に
帰
結
し
た
と
著
者
が
説
く
点
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
一
八
四
八
－
四
九
年
革
命
の
先
例
も
あ
り
、
奇
異
と
す
る
に
は
当
ら
な
い
。

た
だ
、
著
者
の
い
う
絶
対
主
義
的
君
主
制
と
は
、
イ
ェ
・
エ
ム
・
ジ
ェ
…
コ

フ
氏
の
周
到
な
命
名
「
『
絶
対
主
義
』
《
⇔
α
O
O
旨
【
O
↓
踏
ω
7
一
》
と
条
件
づ
き
で
名

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
政
治
体
制
」
の
範
囲
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま

り
、
一
八
六
八
年
革
命
に
か
ん
す
る
著
者
の
理
解
は
、
ぺ
・
ぺ
・
ト
ペ
ー
ハ

氏
や
ハ
・
テ
・
エ
イ
ド
ゥ
ス
氏
と
変
っ
て
は
い
な
い
。
換
足
す
れ
ば
、
明
治

憲
法
体
制
は
、
絶
対
主
義
1
1
絶
対
豆
桜
制
仁
。
α
8
臼
。
↓
甲
欝
凶
竃
。
甲
欝
℃
×
§
で

は
な
く
、
一
八
七
一
i
一
九
一
八
年
の
ド
イ
ツ
、
一
八
六
七
一
一
九
一
八
年

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
…
の
二
元
制
的
立
憲
君
主
制
員
k
p
謡
8
目
遷
9

0
H
翁
訟
累
。
瓢
三
婆
）
・
榎
δ
甲
囲
…
塗
訟
ン
δ
固
茜
℃
×
叢
自
走
絶
対
主
義
的
齎
主
制
8
旨
￥

蝕
8
臼
。
遷
自
。
筆
癖
竃
。
器
℃
さ
剛
笛
、
も
し
く
は
一
八
七
九
－
一
九
四
六
年

の
テ
ィ
ル
ノ
ヴ
ォ
憲
法
下
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
一
定
時
期
、
一
九
二
三
年
以
前

の
二
元
制
的
立
憲
鱈
主
制
に
も
比
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
三
二
年
テ
ー
ゼ
に
い
う
絶
対
君
主
制
と
は
、
著
者
も
引
証
す

る
ク
ー
シ
ネ
ソ
報
告
に
照
ら
し
て
も
、
一
九
一
七
年
三
月
ま
で
存
続
す
る
惚

シ
ア
の
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
二
七
年
テ
ー
ゼ
の
行
動
綱
領
に
は
も
ら

れ
て
い
た
議
会
解
散
、
青
年
婦
人
参
政
権
獲
得
の
両
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
三
二

年
テ
ー
ゼ
の
第
十
七
節
で
は
、
　
「
議
会
制
度
改
善
の
た
た
か
い
に
大
衆
の
関

心
を
そ
ら
せ
て
い
て
、
議
会
主
義
的
幻
想
を
大
衆
の
間
に
煽
っ
て
い
る
よ
う

な
た
ぐ
い
の
部
分
的
な
政
治
要
求
」
と
烙
印
し
、
廃
棄
さ
れ
る
。
　
「
議
会
は

現
行
の
天
皇
制
独
裁
の
不
可
分
の
構
成
要
素
で
あ
る
」
と
す
る
見
地
が
、
五

・
一
五
事
件
を
予
知
さ
せ
ず
（
彌
縫
策
は
、
河
上
肇
や
村
田
陽
一
に
第
五
節

第
一
項
で
の
誤
訳
を
強
い
る
）
、
危
殆
に
瀕
す
る
議
会
政
治
に
背
を
む
け
さ

せ
る
破
目
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
天
皇
制
の
規
定
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。

　
つ
い
で
に
い
え
ば
、
明
治
憲
法
体
制
に
比
べ
て
ず
っ
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主

主
義
的
な
性
格
の
も
の
と
は
い
え
、
テ
ィ
ル
ノ
ヴ
ォ
憲
法
体
制
は
貴
族
的
大

土
地
憂
心
の
消
滅
、
小
作
制
の
存
続
の
も
と
で
二
元
綱
的
立
憲
君
主
制
と
し

て
成
立
し
、
霜
主
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
移
行
す
る
点
で
は
、
十
分
に
「
天
皇
制

の
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
」
　
（
一
八
七
ペ
ー
ジ
）
と
の
比
較
検
討
に
値
す
る
。

　
天
皇
制
と
寄
生
地
主
制
が
、
社
会
主
義
革
命
の
副
次
的
一
般
図
主
主
義
的

課
題
で
は
な
く
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
基
本
的
課
題
と
し
て
そ

れ
ら
の
廃
棄
を
迫
ら
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
に
「
封
建
制
の
異
常
に
強
陣
な
諸

要
素
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
爾
国
の
君
主

制
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
人
民
民
主
主
義
革
命
の
差
異
に
も
照
癒
し
、
戦
後
変
革
の

評
価
も
絡
ん
で
、
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
て
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
『
日
本
共
産
党
の
五
十
年
』
と
あ
わ
せ
て
『
日
・
本
共
産
党
の
四
十
五
年
』

が
巻
末
参
考
文
献
に
挙
示
さ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
く
り
か

え
す
に
は
及
ぶ
ま
い
。
先
に
引
い
た
「
歴
史
的
事
実
が
往
々
に
し
て
、
歪
め

ら
れ
た
意
図
的
な
か
た
ち
で
描
か
れ
る
」
と
い
う
監
修
者
セ
ナ
ー
ト
ロ
フ
氏

の
言
も
、
こ
の
点
で
は
き
わ
め
て
意
味
深
長
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
日
ソ
両
国
共
産
党
の
関
係
修
復
交
渉
が
進
展
す
る
な
か
で
、
本
書
が
刊
行

さ
れ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
臼
ソ
両
圏
の
研
究
者
相

互
の
あ
い
だ
で
、
忌
潭
の
な
い
意
見
交
換
が
望
ま
れ
る
。
両
国
共
産
党
の
友

好
親
善
が
、
こ
の
分
野
で
の
学
術
交
流
の
進
展
（
研
究
者
な
ら
び
に
文
献
資

料
の
相
互
派
遣
と
交
換
、
実
質
的
な
実
り
の
あ
る
学
術
討
論
会
の
開
催
）
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。
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